
























前稿で示した歌稿順に初出、 所収状況、 異同を示す。底本は、 『定







等は省略した） 。 〔拾遺〕は、 『全集』により
　
）内に初出年を













































































































































































































（ 「大阪毎日」 （大正一〇年一月一六日） 「紫影抄」 【①】 ）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ 「大阪毎日」 （大正五年七月三一日） 「短歌」 【⑨】 ）










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































な（ 「大阪毎日」 （大正六年五月二一日） 「皐月雨」 【⑫】 ）
― 31 ―



















































①～⑭は前掲の 〔初出〕 図版 【①】 ～ 【⑭】 に対応している。 「附」


































































































































































と朱書していたが、 「紫影抄」と題された一五首は、 【①】～【⑤】に三首ずつ五回にわたって掲載されたことが確認出来る。また、【④】 【⑥】 「日曜附録」は『全集』未所収の初出である。
【図版８】
掲載の十首は、配列も歌数も全く変更なく掲載され、 【⑫】 「皐月雨」 という題が新たに付されている。旧稿で見 「湯あかりの後」「秋の薔薇」 も概ね歌稿の通り 掲載されている。 【⑧】 「萱 葉三首は、
【図版６】歌稿「萱の葉」一〇首の内の三首で、 【⑨】 「短
歌」に三首 他の三首が他誌 ・ 歌集に所収され いるが、 最後の「萱の葉」を詠み込んだ一首 み初出 所収歌集が不明のまま残され、歌題と作品との関係が理解し難くなっている。　「紫影抄」以下、大正一〇年に初出の見える歌稿が多く、紙面では分割され、 「大阪毎日新聞」 夕刊 掲載されている。 【①】 【②】【③】 【⑤】の「紫影抄」 の直前には、芥川龍之介「奇怪な再会」の連載「八」 三 「九」 「六」 、 【⑦】には、谷崎精二「強者弱者」の「十六」 、 【⑪】には、宇野浩二「恋愛三昧」の「三の
 
二」が掲載されている。 【⑬】 【⑭】は、無署名だが 泣菫の「茶
 





































⑪大正一〇年七月五日 「大阪毎 」 夕）
【図版３】 【図版４】
        （⑮大正一〇年一 月「明星」 ）
　
原稿用紙はいずれも青罫四〇〇字詰で、 「湯あかりの後」 「土ふ































【⑮】 「明星（大正一〇年一一月） 「草枕」六首 図版省略）
面の大半を占め、与謝野寛「太陽禮拜」一二首に続き、 「紫影抄」三首が比較的大きく掲載されている。同紙面に西条八十「幻の馬車―童謡―」もあり、 紙面全体が文芸で占められている。 【⑥】 「日曜附録」の活字の大きさは【④】よりやや小さく、文芸以外の記事の左下に二首無題で掲載 れている。歌稿と掲載紙面、紙面における詠草の「題」の関係については、検討可能な自筆歌稿の例が限られてはいるが、今後 課題としたい。　
以下の画像、 【①】～【⑭】はいずれも国立国会図書館のマイ
クロフィルムからの複写による。実際の紙面より縮小ため、図版は拡大したが、晶子の作品 紙面に占め 比率、活字の大きさ等を一覧し得ることを考慮した 図版 書誌と掲載歌数を列記しておく。　
  【図版１】 【図版２】 「紫影抄」 〔初出〕






【③】 「大阪毎日」 （大正一〇年一月 八日
　
夕刊） 「紫影抄」三首

































一八首は、一二 が「明星」や歌集に所収されているものの、 「大阪毎日新聞」に掲載が確認出来ず、六 が『全集』未所収で初出不明である。　
本論叢に掲載した旧稿（第四〇号「秋の薔薇」 （一〇首） 、第
四一号 「湯あかりの後 （一〇首） 、 「土ふみて」 （一〇首） ） と合わせ、原稿用紙計一二枚、一〇四首の内、 『全集』未所収歌は二一首である。ただし、二一首の内、 「大阪毎日新聞」の「日曜附録」に掲載された五首については、初出紙が既に指摘されてい （菊池真一「 『定本與謝野晶子全集』未収録歌考」 （ 「甲南国文」第四十四号（甲南女子大学国文学会、 平成九年三月）一五九～一七二頁） 。晶子自筆歌稿において、 『全集』未収録歌の内の五首が確認されたことは意義深く、 「大阪毎日新聞」掲載 について、 インターネット上（ 「菊池眞一研究室」 （
http://w
w
w
.kikuchi2.com
/ ） 〔二〇一三
年一一月六日参照〕 ）においても広く情報を公開されていること
